
国際ロータリーのテーマ
イマジン ロータリー

会長 ジェニファー・ジョーンズ

クラブのテーマ
夢を語ろう、そして私たち一人
一人が行動し、夢を叶えよう
会長 三田春彦

第２７５０地区のテーマ
ロータリーを広めよう

ガバナー 富澤為一

２０２３年３月２３日第２６０４回・例会プログラム

１８：００ 開会点鐘 三田会長

ロータリーソング

ソングリーダー 馬場会員・安居会員

「それでこそロータリー」「四つのテスト」

ビジター・ゲストの紹介 親睦委員会

会長報告 三田会長

幹事報告 中村幹事

委員会報告

記念日祝い

ニコニコ・ボックス

１８：２０ 閉会点鐘 三田会長

１８：３０ 観桜会懇親会開会

乾杯

１９：３０ 三味線・箏による演奏＆生花

２０：２０ 閉会・手にてつないで

会長 報告
３月は卒業式シーズンです。私は、卒業式・入学式に地元の小学校、中学校に来賓として招かれ
卒業式に出席しています。母校の卒業式に出席出来ることは感慨深いものがあります。コロナ禍で
は、生徒・教員と家族1名だけで卒業式を行っていました。今年は制限が解除になり、３年ぶりに卒
業式に出席する事が出来ました。今年の３年生は、コロナ禍の最初の年でした。入学式は２ヶ月遅
れの６月に行われ、緊急事態宣言によりリモート授業、運動会や文化祭は中止や時間短縮、宿泊
等の旅行は中止、部活は活動停止、この１年でやっと再開出来るようになりました。この様に制限
がある中での学生生活でありました。地域の人達も、運動会や文化祭に参加する事が出来ず、子
ども達との交流もなかなか難しい状況でした。この様なコロナ禍でも中学校生活での得難い経験、
そして何より前向きな卒業生の答辞には感動しました。「本当は大声を出して運動会や文化祭を盛
り上げたかった。給食では、黙食ではなく、おしゃべりをしながら楽しく食べたかった…。しかし、出
来る事を全力で楽しんだ３年間だった…。コロナ禍でもそれを上回る楽しかった思い出がたくさ
んあります。本当にありがとう」と感謝の気持ちを伝えていました。本当に素晴らしい答辞だっ
たと思います。何となく先週の姚さんの卓話を思い出しました。

３月は、「水と衛生」月間です。安全な水と衛生設備の利用は、すべての人がもつべき権利。し
かしながら、汚染水で病気になる人や命を落とす人が後を絶ちません。未来を担うはずの子どもた
ちは、水汲みなどの労働によって学校に通えず、つらい境遇を強いられています。
適切な衛生設備が利用できない人が２５億人、安全な飲み水が得られない人が７億４８００万人お
り、さらに毎日１４００人の子どもが、劣悪な衛生環境と不衛生な水を原因とする病気で命を落とし
ています。
私たちロータリーの活動は、井戸を掘るだけではなく、安全な水と衛生設備を提供した上で、衛生
や伝染病予防に関する教育も行うことで、コミュニティ全体の生活を改善し、子どもの通学率を高め
ています。
日本では「水と安全は、タダではいる」と言われていた頃があります。どちらも今はタダと思ってい
る人は少ないと思います。東日本大震災では、水不足に困りました。トイレを継続的に使用出来ず
困りました。お風呂に入ることが出来ませんでした。日本でも災害時にはその様な状況になります。
世界の人が誰もが安心をして水を飲めるような日が来るよう目指しましょう。
本日の例会は、観桜会です。池田親睦委員長、羽原副委員長、設営をありがとうございました。
参加して頂いた皆様には、春の彩り、生け花とお琴そして、三味線を大いに楽しんでお帰り下さい。

The Rotary Club Of Tokyo Meguro
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幹事 報告

記念日のお祝い

ピアノ演奏 川上路子さん

懇親会

本日のピアノの演奏はございません。

●先週の例会で小林カウンセラーより米山記念奨学会への寄付のご協力ありがとうございました。
それぞれ個人のお名前で送金させていただきました。
米山記念奨学会より領収証が届きましたら皆様にお渡しいたします。

●４月１６日（日）We love Meguro移動の例会になります。
引き続き、出席表にご記入くださいますようお願いいたします。

●次年度の活動計画書に掲載の各委員長のコメントの提出をよろしくお願いいたします。

●来週の３月３０日（木）は例会はございませんのでお間違えのないようにお願いいたします。
今後の予定をご確認ください。

三味線・箏の演奏・生花

会員誕生日
３月２９日 須賀会員
４月１日 小林会員

ご夫人誕生日
３月３１日 羽原詩織夫人

結婚記念日
３月３１日 𠮷田会員

←
東京世田谷ロータリークラブ
創立60周年記念式典にてご出席の皆さま



出席記録 会員数 出席数 出席免除者 出席率
メーキャップ

補正

３月１６日 総数 ３１名 出席 ２２名 出席０名/0名 71％

「先週のビジター・ゲストのご紹介」

ニコニコＢＯＸ

件数 ６件 金額24,000円 累計６０１，０００円 目標 １，０００，０００円

■中村幹事
姚さん、期間終了式でのスピーチは大変好評だったと聞いております。
本日の卓話も楽しみにしています。

■三田会長
姚さん終了式では、すばらしいスピーチだったそうで…
卒業おめでとうございます。日本に居る間は例会に来てください。
今日の卓話も楽しみです。

■小林会員
姚さん、1年間ありがとうございました。今日の卓話楽しみです。

■須賀会員
姚さん、本日の卓話よろしくお願いします。大きい声でお願いしますね。

本日はいらっしゃいませんでした

■花谷会員
世田谷の60周年は盛会でした。目黒もがんばりましょう。

●記念日のお祝い
佐藤会員のお誕生日
これからも健康に気を付けて毎週の例会
よろしくお願いいたします。

●岩松会員
異動になり本日が最後の例会参加になりました。
入会されて、コロナ禍で皆さんと活動が思うように
出来ませんでしたのが残念です。

これからもご活躍をお祈り申し上げます。



例会日：木曜日（Thursday） 12：30～13：30
例会場：ホテル雅叙園東京（hotel Gajyo-en tokyo）
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今後の予定

2023年 「水と衛生」月間

３月２３日（木） 観桜会夜間例会 １８：００点鐘 ホテル雅叙園東京

３月３０日（木） 休会

「母子の健康」月間

４月６日（木） 通常例会： 第10回理事会

４月１３日（木） 通常例会：クラブ協議会「We love Meguro」について

４月１６日（日） We Love Meguro移動例会 中目黒公園

４月２０日（木） 振替休会 We Love Meguro

４月２７日（木） 通常例会：

「米山と私」 米山奨学生 姚 子茜さん

●終了式も終わりました。その時にスピーチした話に少し付け加えてお話させて
いただきます。米山に合格した時も今もこのようにしているのは夢のようで、
あっという間の一年間でした。新しい挑戦や経験の濃い時間だったと思います。
米山という存在に多くの恩恵を受けました。奨学生で楽しかった経験、
それまでの経緯などお話します。（省略）米山奨学生を選んだ経緯について、蘇州は日本に近いものがあります。
織物、言葉の母音など遣唐使によって日本に伝わったそうです。日本留学のためにアルバイトをしていました。
大学卒業後、日本留学を目指して、さらに勉学に努めて東京大学に入学する事が出来ました。
私にとって米山はどのような存在なのか、考えると私をどん底から救ってくれた存在であると同時に、勇気と自信を
つけてくれた存在です。
私の過去についてお話いたします。話したくないとしばらくは躊躇していましたが全てを正直に話す事で米山と
して目黒が私にとって、どれだけ大切なのか思っていただけたらと思います。
この話をすると感情が抑えられなくて泣いてしまうので終了式では同じ境遇の人などを泣かしてしまいました。
ここでは深く掘り下げますので泣かないで話したいと思います。私は片親育ちで、決して裕福ではない家庭で育ち
ました。母と二人で生活していました。アルバイトして東京大学に合格したのですが甲状腺の持病もあって
元々身体が弱かったので体調がさらに悪くなってしまいました。アルバイトも出来なくなり、ほぼ3日のペースで
病院に行くという日々でした。精神的な不安からうつ病になり、米山に出会っていなければ、私は人生のどん底から
いまのようにはなっていませんでした。否定的な気持ちになる日が続き、友人からやるだけやってみればと背中を
押され、米山に挑戦しました。米山奨学生として選んでいただいたお陰で人生の大きな転機となりました。
私にとって米山は大きな意味を持っています。奨学生なって私は様々な活動に参加し大きな成果を得られました。
日本での3年間はコロナ禍で授業がオンラインで行われていた為、孤独感にさいなまれて辛かったのですが
米山がきっかけで大きく変わりました。米山に係る人々は皆優しい方ばかりで、いつも大変お世話になっていた
ばかりで、あえてたわいもない話だけでも楽しく思います。このためだんだんと恩返しをしたいと、米山の活動で
このような気持ちになれていったのだと思います。
その後、米山の活動報告と目黒ロータリークラブの皆さんに感謝の気持ちを伝えてくれました。
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